
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰一人取り残すことのない、持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現の基盤となるのは、
自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく生き

るための道徳性です。本県においては、東日本大震災からの復興・発展を担い、岩手や社会全体を
よりよい方向に変えていこうとする子どもたちの、豊かな心を育む道徳教育の充実が一層求めら
れています。 
 そのためには、各学校の着実な取組が必要です。本リーフレットは、令和６年度道徳教育研究指
定校である陸前高田市立高田小学校の貴重な研究実践を紹介しています。道徳科を要とした学校
教育活動全体を通じて推進する道徳教育の充実に向けた取組の参考として、ぜひ御活用ください。 

子どもたち一人一人の豊かな心を育む 道徳教育の充実を目指して 

令和６年度 道徳教育啓発リーフレット         岩手県教育委員会 

【陸前高田市立高田小学校 研究構想図】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①既習事項を生かし、自分の中の 

 学びを本時の問題解決につなぐ 

②自分の考えと相手の考えを比較・ 

 検討し、他者とつなぐ 

③復興教育単元での学びを道徳科

の学びに教科横断的につなぐ 

◇これまでの学習経験を活用 

◇登場人物と自分の生き方をつなぐ 

◇多様な考えにふれる話し合い 

◇指名の工夫 

◇復興教育単元の学習を活用 

◇関連性を図る 

   

○児童が自分の経験について発言 

 できるように促すことができた。 

○「（登場人物）みたいにはできない

けど～」などと、自分事として捉

える発言や記述が増えた。 

○多様な考えにふれる場面を意図 

的に位置付けたことにより、自分 

の考えをもつことにつながり、人 

に伝えることで考えを醸成する 

時間にすることができた。 

○復興教育単元（総合的な学習の時 

 間等）で学んだことを想起できる 

ような導入の工夫や発問の吟味 

をすることができた。 

 陸前高田市立高田小学校 研究主題 

 

未来を切り拓いていく児童の育成 
 ～復興教育を軸とした「学びをつなぐ」道徳科の授業づくりを通して～ 

陸前高田市立高田小学校では、周りへの感謝を忘れず、どのよう
な状況でも前に踏み出し、自分の考えをしっかりともち、相手の立
場に立って判断し、多様な考え方に気付き、よりよい生き方を模索
し続ける「未来を切り拓いていく児童」を育成しています。 

１.復興教育に関する指導計画等の改善・充実と道徳教育との関連 

（１）道徳教育の全体計画及び別葉の見直し 

復興教育テーマ「地域の人、文化、産業、歴史、自然を学び、ふるさとの未来を考える ～つながる つなげる 高田学～」との関連 

（２） 道徳科の年間指導計画と復興教育の年間指導計画の関連についての検討 

２.復興教育の重点項目と道徳科の内容項目とを関連付けた授業実践 

（１）道徳科における「学びをつなぐ」授業づくり 

道徳教育の重点目標及び

各学年の指導の重点と復興

教育の重点項目の関連性を

整理した。 

 この表をもとにして、道徳

教育全体計画及び別葉を作成

した。 

内容項目は、復興教育

の３つの価値「いきる

(ピンク)・かかわる

(橙)・そなえる(青)」と

の関連性が分かるように

色分けをした。 

道徳科の内容項目と

教科等の関連性を意識

できるようにした。 

復興教育の重点項目と

道徳科の内容項目の関連

を整理するにあたり、そ

れぞれの内容を照らし合

わせる作業を行った。 

これをもとに、復興教

育と道徳科を組み合わせ

た年間指導計画や単元の

指導計画等を作成した。 

（２）道徳科の年間指導計画の実施と評価・改善 

互見授業や授業研究会を通した道徳科の授業改善 【互見授業の実際】※高田小の実践から 

○期日・教材名のみ全職員に周知 

○授業実践後、参観者と授業者でリフレクションを実施 

○授業だより作成（研究主任）→ 板書・発問・児童の反応 

○授業だよりを全職員に配付 

 互見授業の実施により、発問や板書の工夫、ペアやグルー

プの話し合いの仕方など、授業者側の視点と児童側の視点の

両方を学ぶことができた。→ 教師の学びも「つなぐ」 

板書の記録も共有 

互見授業後に研究主任が「授業

だより」を発行。 

同僚性を高めるとともに、授業

者の授業改善に寄与している。 



 

 

 

 

 

 

 

 
復興教育における防災学習 

復興教育の学びを発信する 

「高田学の日（授業公開）」 

地域のボランティアの方々を 

招待して行う「感謝の会」 

道
徳
教
育 

と
の
関
わ
り 

【関連内容項目】 

 A節度、節制 

 D生命の尊さ 

【関連内容項目】 

C 伝統と文化の尊重、国や郷土 

  を愛する態度 

【関連内容項目】 

B感謝 

内
容 

◎高田小防災デー 

①全校登校指導 

②児童引き渡し訓練 

③「生命の尊さ」に関わる道徳科 

 の授業 

◎防災マイスターの防災学習 

・「めざせ！津波避難マスター」 

・「ポリ袋調理に挑戦！」 等 

◎復興教育に関わる単元で学んだ 

 学習を保護者や地域に発信 

１年「親子でぼうさい」 

２年「高田のすてきを伝えよう」 

３年「陸前高田カルタをつくろう」 

４年「想いをつなげよう」 

５年「こちら高小情報局」 

６年「このまち大好き・夢プラン」 

◎感謝の会の開催 

 自分たちの学校生活を支えてく

ださっている地域のボランティア

の方々を招待し、感謝の気持ちを

伝える。 

・お礼の言葉、メダルの贈呈 

・全校合唱の披露 等 

活
動
の
様
子 

 

 

 

 

 

【振り返り】 

・命は大切で、つながっていることが 

分かりました。（４年） 

・昔の自分と今の自分を重ねることで 

成長の発見がありました。心や命が 

あることが、自分にとっての今生き 

ているしょうこです。（５年） 

 

 

 

 

 

【振り返り】 

・一本松ホールのくふうがすごいと思 

 いました。（２年） 

・「ゆめちゃん」について考えました。 

高田を明るくするために「ゆめちゃ 

ん」ができたと思いました。私も高 

田を明るくしたいです。（３年） 

 

 

３.保護者や地域・関連団体と連携した道徳教育の推進 

岩手県教育委員会事務局学校教育室義務教育担当 〒020-8570 岩手県盛岡市内丸 10 番１号 TEL 019-629-6137 

 

○各学年の復興教育の年間指導計画に道徳科の年間指導計画を組み入れたことで、身に付けたい力を

整理し、教育活動全体を通して道徳教育の充実を図ることができた。その結果、児童自身が様々な

場面でよりよい生き方を考える姿が見られた。 

○道徳科の授業における児童の思考の過程や発言のつながりが見える板書構成の工夫により、読み物

教材の登場人物と自分の生き方をつないだり、自分の考えと相手の考えを比較・検討したりしなが

ら、相手の立場に立って判断したり多様な考え方に気付いたりすることにつながった。 

○道徳科の授業づくりを中心として、児童が自分の考えをもつことや、他者と関わりながら学ぶこと

を積み重ねてきたことで、道徳的価値に対する考え方に広がりや深まりが見られるようになった。  

 

●総合的な学習の時間や生活科を軸とした復興教育単元の指導計画に道徳科の年間指導計画を位置

付ける際、復興教育の重点項目と道徳科の内容項目の擦り合わせが難しい部分があった。今年度の

実践を踏まえ、全体計画を柔軟に見直していく必要がある。 

 ●道徳科の授業づくりにおいて、「価値理解」に迫る発問の吟味に課題が見られた。発問の意図、文

言によって、児童の思考が変わるという意識をもって発問を精査していきたい。 

研究の成果と課題 

２年「高田のすてきを伝えよう」 ③「生命の尊さ」に関わる授業 
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